
目指すべき道    わたなべ整形外科院長ブログ 

 「わたなべ整形外科スタッフの対応は素晴らしい！」と、患者さんからお褒めの言葉を

いただくことがあります。そんな時私は、まずは素直に「ありがとうございます。」と、

我々の仕事ぶりを評価して頂いた事に対して、心からのお礼を申し上げます。そしてこの

時いつも感じるのは、「我々は別に特別な事をしているつもりはない。医療機関のスタッ

フとは本来こうあるべきであると考え、行動しているだけであり、我々からすればごく普

通の事をしていて褒められるのは、何かちょっと申し訳ないような気がする。」という事

です。病を抱え、少しでも楽になりたいという思いで来院された患者さんに対して、全く

の健常人に対するのと同じように接するのではなく、いつもより気配り心配りのレベルを

少しだけアップして優しく接するというのは、医療機関のスタッフにとって、基本中の基

本であり、これができない人は適性がないということで、早目に転職した方がいいと私は

常々考えています。 

      A good doctor is a doctor who continuously gives hope to the patient.    

  このフレーズは、私が患者さんを診察する時にいつも心がけている一つのポリシー

です。頑固な痛みが続き、ともすれば塞ぎ込んで絶望的になりがちな患者さんを診る

時などは、とりわけその重要度が増して来ます。根治が困難な患者さんに対して「あ

なたの病気は治りません！」「年のせいです！」などと突き放すのではなく、その困

難な状況の中で、如何にして患者さんの QOL(生活の質)を高めることが出来るかを共

に考え、明日への希望を与え続けるのが医師の使命と考えています。いい加減な、そ

の場しのぎの気休めを言うのではなく、自身の抱えている病気についての正しい情報

を提供し、患者さんがその現実から目をそらすことなく前向きに受け入れ、投薬、注

射、リハビリなどの持つ効能効果、更にはその副作用まで含めて十分理解し、納得し

た上で治療を受けていただくという事をいつも目指して私は患者さんと接しています。 

また私は笑いの持つ様々な効用を確信している者の一人ですが、院内至る所で笑顔

と笑い声の絶えない、まるで病院にいる事を忘れてしまうような現在の当院の雰囲気

をこれからも大切にし、患者さんに対して、病気に立ち向かう勇気と将来への希望を

与え続け、「あなたの診察を受け、あなたの笑顔を見ると何だか元気になれる。」と

言ってもらえたら、それこそ医師の本懐と考えています。         2012.12.12 

 


